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1．はじめに
1998年のセルフ給油所の解禁以降，その数は急

激に増加し，2005年3月には4,000店舗を超えた．
2001年にはセルフ給油所での静電気放電による発
火事例が発生し，社会問題となった．これに関し
ては，給油所側や車両側での対策，およびユーザ
も除電してから給油するようになったことなどか
ら，現在では静電気に起因する発火件数は減少し
ている．
しかしながら，近年になってセルフ給油所で給

油時にガソリンをこぼす例がかなり多いことが
2005年7月にテレビ放送され，吹きこぼれの原因
として一部の車種と給油ノズルとの相性に問題が
ある旨，指摘された．また，給油所においてこぼ
れの量が多い場合には危険物漏えい事故とみなさ
れ，その防止施策を早急にたてる必要があること
から，消防庁も検討会を設立し，防止対策に向け
た活動を開始した．
しかし，セルフ給油所における吹きこぼれの実

態が明らかでないことからJARIは，2006年度，
（社）日本自動車工業会安全部会防火分科会からの
委託を受け，埼玉県，千葉県，茨城県に存在する
4ヵ所のセルフ給油所においてガソリン吹きこぼ
れの実態調査を実施した．本報では実態調査の結
果について報告するとともに，総務省消防庁の検
討会において検討され，推奨されている給油方法
について紹介する．

2．セルフ給油時のガソリン吹きこぼれ実態調査
2006年9月6日～10月18日の実日数19日間（土日

祝祭日を除く）でENEOS，JOMO，STORK，
COSMOのセルフ給油所およびJARI給油所におい
て，日本ガソリン計量機工業会加盟3社（タツ
ノ・メカトロニクス，トキコテクノ，富永製作所）
の給油機による給油の実態調査を実施した．調査
時間帯は，9時から17時までとした．
各給油所において対象給油車両に対してビデオ

カメラ3台により乗員の給油状況，給油車種，給
油量を撮影するとともに，ガソリン吹きこぼれの
有無（こぼれがあった場合の路面上濡れ痕跡の形
状，寸法計測），給油時間，油脂の種類，ノズル
の差込深さ，ノズルの差込方向等について記録，
調査した．
セルフ給油所での給油速度はガソリンで30～35

l/min，軽油は35～40 l/minに設定されている．ただ
し，実際は地下タンクの液面レベルの状況，タン
クから一つのラインで複数の給油機に送油されて
いるような装置では，複数台で同時に給油してい
るようなときは，流量が下がることがある．
各社の給油ノズルは表1に示すISO規格（記号は
図1参照）に準じて製造されているが，セルフ給
油所では，各社ともにアンカばね無しの給油ノズ
ルを使用している．L3が17mmのものが2社，
22mmのものが1社あり，L4の距離やノズルパイプ
の角度α，曲げ半径rなども各社によって微妙に
異なる．
ノズル先端の検知部が液面を検知した場合，速

やかに異常なく給油が停止するオートストップ機
構を備えている．
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3．ガソリン吹きこぼれ実態調査結果
3. 1 実態調査件数と車種および燃料の種類
軽油を燃料とする小型トラック6台を含む1,303

件（JARI内給油も含む）について，ガソリンの吹
きこぼれの有無（こぼれがあった場合は路面上の
濡れ面形状，寸法などを計測），給油時間，給油
量，油脂の種類，ノズルの差込深さ，ノズルの差
込方位，給油時の状況を記録，調査した．
図2に257車種中，給油件数10件以上の車種別件

数を示す．最も調査件数が多かったのはワゴンR
の78件であり，次いでムーブの46件，エスティマ
41件，ライフ36件，ミラ33件，アルト29件であり，
件数の多いほうから6番目まではエスティマを除
き軽自動車で占められていた．車種給油件数の大
小は，調査地域や時間帯，調査曜日，販売数など
多種の要因があるものと考えられる．
図3に燃料の種類別調査件数を示す．レギュラ

ガソリン給油例は1,147件で全数の88％，プレミア
ムガソリンが112件で9％，合わせると本調査件数
の97％がガソリンの給油事例である．軽油44例
（全数の3％）中，6件が小型貨物車両（トラック）
への給油であり，全数に占めるトラックの割合は
0.46％であり，非常に少ない．

表1 ISO9158  ガソリン用給油ノズル仕様

図1 ISO 9158  ノズルパイプ部寸法

図2 車種別調査件数
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3. 2 吹きこぼれ発生件数
表2に不適切な給油操作による吹きこぼれ事例6

件を，表3に継ぎ足し時の吹きこぼれ事例8件のこ
ぼれの推定要因を含めた給油状態の概要を示す．
表中の給油速度は，給油時間と給油後のガソリン
計量機カウンタの記録から求めたものであり，平
均給油流量である．

第30巻　第4号（2008年4月）

図3 燃料の種類別調査件数

表2 ガソリン継ぎ足し以外の不適切操作による吹きこぼれ事例

表3 継ぎ足し給油時のガソリン吹きこぼれ事例
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図4に示すように全調査1,303件中，ガソリン吹
きこぼれ発生件数は14件で全調査件数に占める割
合は1.07％であった．この中の8件（57％）が継ぎ
足し給油，残りの6件が不適切な給油操作が原因
で吹きこぼれが発生した事例であった．事例1は
40代の女性によるものであり，給油リッドストラ
イカに給油レバーを引掛け給油したことにより，
ノズルの挿入が浅く，ノズル先端が上方に上がり，
オートストップがうまく作動しなかったものと推
定される．

事例2は50代の女性による給油の例であり，オ
ートストップ作動後，給油レバーの握りが浅くな
り，表2に示すように低流量（16.3l/min）給油となり
こぼれたものと推定される．
事例3は70代男性であり，ノズルの差込が浅く．

給油時には時々こぼしているとの本人のコメント
であり，ガソリンが危険物であることの認識に欠
如しているものと推定される．
事例4も70代の男性の例であり，図5に示すよう

に給油ノズルのレバーを引いた状態で給油口から
ノズルを引抜き，こぼしたものである．

事例5は，60代の女性で給油POS（Point Of Sales）
システムのガイドに反応してノズルを引いてしま
ったとのことであり，POSシステムとの間でより
実際のシーンと連携し，より綿密にガイドが行わ
れるようなシステムになれば，より安全な給油が
可能となるものと考えられる．
事例6は30代の女性が給油口へノズルを挿入す

る前に垂らした事例である．ノズル先端を下向き
にして勢いよく給油口まで移動させた．そのとき
にノズル内に残留していたガソリンがこぼれた．
表3に示す継ぎ足し給油時にこぼれが発生した

事例では，いずれも一旦オートストップは作動し
ており，その後，継ぎ足し給油をすることにより，
ノズルの挿入が浅かったこと，液面が確認しにく
く停止が間に合わなかったなどが原因で，こぼれ
が発生したものと推定される．
図6にセルフ給油所別の調査件数を示す．セル

フ給油所での調査は1,297件で，99％以上である．
JARIの給油所での件数は6件0.46％である．ノズル
Cは，JARIを含め3給油所で使用されており，調査
件数としては760件となり，調査件数の半数以上
を占める．次いで，ノズルBの342件（全調査件数
の約1/4），ノズルAの201件である．

世間では，ノズルとある特定の車両との不整合
がガソリン吹きこぼれの原因となっているのでは
との懸念もある．そのため，吹きこぼれが発生し
た事例14件の給油ノズル別，車種別の件数を図7
に示す．給油ノズル別ではノズルCが7件，ノズル
Aが5件，ノズルBが2件であった．車種別では，事
例3と8，事例5と7，事例10と11が同一車種で各2件，
そのほかの事例では各1車種であった．このうち

図4 セルフ給油所におけるガソリン吹きこぼれ発生件数

図5 レバーを引いたままノズルを引抜き給油
（不適切操作事例4）

図6 セルフ給油所別調査件数
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事例8と事例13は給油状況確認車両としてJARIが
現地で給油したケースである．

これらの関係からある特定の車種と給油ノズル
との間で不整合があるという傾向は認められなか
った．

4．まとめ
埼玉，茨城，千葉の各県4ヵ所（ENEOS，JOMO，
STORK，COSMO）のセルフ給油所およびJARI給
油所において，日本ガソリン計量機工業会加盟3
社（タツノ・メカトロニクス，トキコテクノ，富
永製作所）の給油機による給油の実態調査を実施

した．調査件数は総数1,303件に及び，これらの調
査事例からガソリン吹きこぼれについて整理した
結果，吹きこぼれの発生は，ノズルや車両の給油
系統の不具合によるものではなく，継ぎ足し給油
や不適切な給油など人的要因が主たる原因である
ことが明らかになった．今回の調査により，吹き
こぼれ件数の低減には適切な給油方法の広報，実
施が有効であることがわかった．適切な給油方法
として以下のことを厳守し，安全に給油すること
が重要である．
①給油ノズルを止まるところまで確実に差し込む
②給油ノズルのレバーを確実に止まるところまで
引く

③オートストップ作動後の継ぎ足し給油はしない

詳 細 に つ い て は ， 総 務 省 消 防 庁
（http://www.fdma.go.jp/），や（社）日本自動車工業会
（http://www.anzen-unten.com/home/hint/c106.html），
石油連盟，全石連，日本ガソリン計量機工業会加
盟各社のホームページをご覧いただきたい．
最後に本調査研究を委託していただいた（社）日

本自動車工業会安全部会防火分科会，実態調査に
ご協力いただいた石油連盟，各社セルフ給油所，
ならびにJARIの関係者各位に感謝いたします．
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図7 車種別・給油ノズル別吹きこぼれ件数
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